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母親 の 児 へ の 愛着と晴乳形態に 関連する要因を明らかに する こ とを目的と して , 無記名自記式
質問紙 に よ る調査を行 っ た . 対象 は3か月児健診を受診 した母親182名で あ っ た. 内容は属性 ,
主観的疲労感, 母親の 愛着で ある.
分析は愛着 (児と の 信頼関係, 児と の 楽しみ の 因子得点) を従属変数と して共分散分析を行 っ
た. 各要因の 主効果およ び各要因と晴乳形態と の 交互作用を検討 した.
そ の 結果, 主効果で は, ｢ ねむけだるさ｣ の 訴え の 多い 群に比 べ , 訴え の 少ない 群が有意 に, ｢児
との 信頼関係｣ の 因子得点が高か っ た . ま た, 人工栄養の 群に比 べ 母乳栄養の 群が ｢児と の 楽し
み｣ の 因子得点が有意に高か っ た.
交互作用で は, 就業中の 群, ｢ね む けだ るさ｣ の 訴えの 少ない群 , ｢注意集中の 困難｣ の訴え の
多い 群で母乳晴育を して い る母親 の ｢ 児と の 信頼関係｣ の 因子得点が高か っ た .
また, ｢育児代理者｣ の な い 群で母乳晴育を して い る母親 の ｢児と の 楽しみ｣ の 因子得点が高
か っ た
.
上記よ り, 母親 の 愛着を高め , よ り良い母子関係を形成するため に , 母親の属性を考慮 した母
乳晴育援助 の必要性が示唆さ れた.
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l はじめ に
母親 の子 ども へ の 愛着は , 妊娠期か ら子供 へ の
粁を形成 (binding-in)
1) し, 出産後か ら育児期
に 子 どもと 触 れ合 い や 育児 を通 して 形成 する
(bo nding)
2) と い われ て い る
. ま た , 子 どもの
愛着 は, 子 どもと母親と の 情愛的な っ ながりを い
い
3) 母児相互作用 を通 し て 形成 さ れ る . こ の 愛
着は , Eriks o nの 発達段階
4) の 最初の 重要な段階
で ある子 どもが人 - の 基本的信頼感を持 っ こと に
つ なが り, そ の後 の 児の 人格形成や心の 安定 の基
盤と なる . 子どもの 健全な愛着形成に は, 母親と
の 関わりを通して形成される. そ れ を決定付ける
の は, 母親 の 愛着で あり, そ れ自身は子どもに対
する影響以 上に, 母親自身の 親となるあ り方を支
えるともい え母児にと っ て重要なも の で ある .
一 方, 母乳が新生児や乳児の 発達 に栄養学的 ･
免疫学的に優れて い る こ とば , 医学的見地5)か ら
明らか で あ る . 加え て , 授乳をす る経験が 母親の
愛着 を発達させ る契機と な っ て い る 6) と も い わ
れ て い る
.
しか し, そ の 後の 愛着と母乳晴育と の
関連に つ い て は, 有効な エ ビデ ン ス が得られて い
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な い の が現状で ある .
そ こ で , 本研究で は , 母乳栄養を行 っ て い る率
の 高 い 3か月児を持 っ 母親の 愛着と晴乳形態に関








に研究の 趣旨を 口頭と書面をも っ て説明し, 調査
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査 を基 に作成 した愛着尺度18項目
7) を基 に 3 ヶ
月 の 児を持 っ 母頼 に適さ ない 項目6項目を除外し
て 用い た . 12項目の 質問項目に ｢そ の とお りで
ある｣ ｢どちらかとい うとそ うで ある｣｢ どちらか
と い うと違う｣ ｢違 う｣ の 4段階評価と して 回答
を得た.
3) 母親の 疲労自覚症状
母親の 疲労感と して , 主観的疲労感が測定で き
る 日本産業衛生疲労委員 に よ る疲労自覚症状調査
表30項目 8)(以 下, 疲労自覚症状) を用 い た . 痩
労自覚症状 の 3領域は1967年日本産業衛生学会 ･
産業疲労研究会 によ っ て選定され たもの で あ る.
因子分析に よ り1 0項目ずっ の 3群 に分けられ, 第
1群 ｢ね む けだ るさ｣, 第2群 ｢注意集中の 困難｣,
第 3群 ｢局在した身体違和感｣ と名づ けられて い
る . 回答方法は , あり, なし の 何れかを選ぶ 形式
で得た . 得点は なしを0点, ある を1点と して ,
第1 - 3群そ れぞれ の 得点を算出した.
3
. 分析方法
分析 に は , SP SSVe rlO.05 を用 い た . 分析 に
あた っ て は, 属性の ｢年齢｣ は30歳末満と30歳以
上, ｢ 就業状況｣ は現在就業中と休業ま たは主婦,
｢育児代理者｣ は ありとな し, ｢子 ども の 数｣ は 1
人と 2人以上, ｢子 ども の 性別｣ は男 ･ 女 の 2群
に分類 し用 い た . 母親の ｢愛着｣ に関して は , 因
子分析に よ り構造分析を行い , 各事例の因子得点
を算出し, 分析に用 い た. ｢ 疲労自覚症状｣ に つ
い て は, 訴え の 少ない群と多い 群に分類するため
に そ れぞ れ の 中央値 を算出し, 訴え の 少な い群
(ねむけだ るさ :0 - 2点, 注意集中の 困難 :0 -
1点, 局在した身体違和感 : 0 - 1点), 訴えの 多
い 群 (ねむけだるさ :3点以上, 注意集中の 困難 :
2点以 上, 局在 した身体違和感 : 2点以上) に分
け分析 に用 い た .
ま ず, 母親 の 愛着と そ の 背景の 特徴を明らかに
した
.
つ ぎに , ｢愛着｣ を従属変数に属性 ｢年齢｣,
｢就業状況｣, ｢子 ども の 数｣, ｢子 どもの 性別｣,
｢ 晴乳形態｣ ｢疲労自覚症状｣を独立変数とし, 多
元配置分散分析をお こ ない, 母親の 愛着に対する
主効果と交互作用の 分析をお こ な っ た.
4. 倫理 的配慮
質問紙調査を行うに あた っ て , 研究目的, 研究
協力は任意で ある こ と, 途中で も中止で き, 断 っ
て も不利益を被らない こ と, 匿名性の 保持およ び
論文 の 公表を明記した依頼書を手渡して , 口頭で
の説明も同時に行 っ た. 口頭で承諾の 得られた対
象者 に調査 へ の 協力を依頼した.
lll. 結果
質問紙は202名 に配布し, 198名 (98.0%) から
回答を得た . そ の 内, 必要項目全て に 回答 の あ っ
た も の182名 (90.1 %) を有効回答と した.
1. 対象の 特徴
対象 の 年齢 は , 平均29.3±3.8歳 (19-38歳),
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で あ っ た
. 母親の 3 ヶ月時点で の就業の 有無で は,
就業中の 人25名 (13.7%), 就業 して い ない 人157
名 (86.3%), 育児代理 者に つ い て は , 夫と答え
た人62名 (34.1%), 夫以外と答えた 人99名 (54.
4%), 誰もい ない と答えた人21名 (ll.5%) で あ っ
た
. 子供 の 数で は , 一 人が83名 (45.6 %), 二 人
以上が99名 (54.4%) で あ っ た. 児 の 性別で は ,
男88名 (48.4%), 女94名 (51.6 %) で あ っ た.
晴乳形態で は, 母乳栄養98名 (53.4%), 混合 ･






就業 就業中 25 13.7
育児休業中 36 19.8
専業主婦 121 66.5
育児代理者 夫 62 34.1
自分の親 50 27.5
夫の 親 47 25.8
そ の 他 2 1.1











































母親 一 人当た り の 疲労自覚症状訴え は 平均6.0
±4･5点 , 範囲1- 24点, で あ っ た. 3領域 (症状)
別で は , ｢ね む けだ るさ｣ は平均2.6±3.8J点, 範
囲0-1 0点で あり, ｢注意集中の 困難｣ は平均1.6±
2.0点 , 範囲1-lo貞 , ｢局在 した身体違和感｣ は
平均1.9±1.4点 , 範囲0 - 6点で あ っ た ( 表2).
表 2. 疲労自覚症状領域別 ･ 全体
範囲 平均 標準偏差
l領域 : ねむけとだるさ 0- 10
11領域 : 注意集中の困難 0- 10
日領域 : 局在した身体違和感 0- 6









































具体的な項目の うち訴え が多か っ た 項目は , ｢肩
が こ る｣ 114人 (62.6%), つ い で ｢ね む い｣ 110
人 (60.4%), ｢腰が痛い｣ 90人 (49.5%), ｢目が
つ かれ る｣ 72人 (39.6 %), ｢い ら い らする｣61人
(33.5%), ｢ ちょ っ と した こと が思い 出せ なく な
る｣57人 (31.3%) で あ っ た (表3).
表 3. 疲労自覚項 目別訴え数
n=182
項 目 人 %
ねむ け ･ だ るさ
ねむ い
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愛着 に つ い て は12項目に つ い て の 因子分析 (主
因子法 : バ リ マ ッ ク ス 回転) を行 っ た. 因子分析
の 結果, 固有値1以上 の 2因子を抽出し, そ れぞ
れ の 項目の特徴か ら各因子を命名 した . 第1因子
は児 と の 信頼関係を表す 8項目の 特徴か ら ｢ 児 と
の 信頼関係｣ と命名 し, 第2因子 は児と の 楽しみ
を表す 4項目の 特徴から ｢児との 楽しみ｣ とした .
各因子 の 寄与率は 31.8%, 22.3%で あり, 累積寄
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与率は 54.1%で あ っ た. 各々 の信頼性係数は , 0･
91, 0.78, 全体項目の 信頼性係数は , 0.91 であ っ
た ( 表4).
4. 愛着と背景
母親の 愛着 (児と の信頼関係) で は就業中の母
親の 方が低 い 傾向 (p<0.1) が あり, 育児代理者
表 4. 3か月児 に対す る母親の愛着の 因子分析結果
項 目 第1因子 第2因子
第1因子 : 児との信頼関係
11い つ でも子 どもを信じて いてあげたい
10子どもの態度や様子に心を配 っ て い てあげた い
12い つ でも子 どもは私を信じていてほ しい
6 子どもの 身の 回 りの こ とに関心 をも っ ていたい
7 子 どもの考えや気持ちを私は理解 してあげたい
4 子 どもがそば にいると安心 する
5 私がそば に い ると安心すると子 どもに思われた い
3 子どもが元気か どうか, 私 は気にかけて いてあげたい
第2因子 : 児と の 楽しみ
9 私と 一 緒 に外出したと子 どもに思われ た い
10子どもの態度や様子に心を配 っ て い てあげた い
2 私と 一 緒 にいると楽しいと子どもに思われたい


































































































































































0.165 0.788 * …
-0.205 0.908




∩.s : 有意差なし, † : p く0.1,
*
p く0.05,




の 有無で は , あり の 方が低く (p<0.05) 有意差
が あ っ た . ｢児と の 楽 しみ｣ で は , 子 どもの 数で
一 人 の 母親が高く (p<0.001), 疲労自覚症状で
は, ねむ けだるさ と注意集中の 困難とも訴え の 少
な い群 の 母親が高か っ た (p<0.001). しか し,
愛着と晴乳形態に つ い て は関連がみ られなか っ た
(表5).
そ の た め , 愛着の 2因子の い ずれか に関連があ っ
た 項目 (就業状況, 育児代理者, 子 ども の数, 痩
労自覚症状 (ねむ けだ るさ , 注意集中))と年齢
を調整変数と して , 愛着と晴乳形態と の 関係をみ
るた め に 7元配置分散分析を行 っ た.
5. 愛着と関連する要因
1) 母親の 愛着に対する主効果
母実見の 愛着の 2因子 (児と の 信頼関係, 児との
楽しみ) をそれぞれ従属変数とした分散分析を行 っ
た
. 疲労自覚症状の ねむけだるさ で訴え の 多い 母
菓削こ比 べ , 訴えの 少ない母親に愛着 (児との 信頼
関係) が有意 に高か っ た (B - 0.574,p<0.01).
注意集中の 困難で は訴えの 多い 母親に比 べ 少ない
母親は ｢児との 信頼関係｣ が有意に低い 傾向があ っ
た (B ニ 0ー.386, p <0.1). 晴乳形態で 母乳栄養
を行 っ て い る人に比 べ 混合 ･ 人工栄養を行 っ て い
る 人 は ｢児 と の 楽 し み｣ が 有 意 に 低 か っ た
(B - 一0.996, p <0.05). ま た, 疲労自覚症状 の
ね むけだるさ で訴えの 多い母親に比 べ 少ない母親











































































注2) 分散分析の従属変数 に愛着の2因子毎に , 独立変数に年齢 (2群), 就業状況 (2群), 育児
代理者の有無, 子 どもの 数 (1人 , 2人以上), 輔乳形態 (人エ ミ ル ク ･ 混合, 母乳), 痩
労 (2領域) を投入 した主効果, お よび年齢, 就業状況 , 育児代理者の有無, 子どもの数 ,
疲労と噂乳形態との交互作用項を投入 した パ ラ メ ー タ推定値を示した .
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は ｢児と の 楽しみ｣ が有意に 高い 傾向が あ っ た
(B-0.841, p<0. 1) (表6).
2) 母親の 愛着に対する交互作用
1) の 多元配置分散分析の 独立変数と晴乳形態
と の 交互作用の 分析を行 っ た . そ の 結果, ｢児と
の 信頼関係｣ で 有意差が あ っ た の は ｢就業状況 ×
晴乳形態｣ (B - -0.992, p<0.05), 疲労自覚症状
の ｢ ね む けだるさ × 晴乳形態｣ (B ニ ー0.673,
p<0.05), ｢注意集中の 困難×晴乳形態｣ (B - 0.650,
p<0.05) で あ っ た. ｢児と の 楽しみ｣ で は ｢育児
代理者 × 晴乳形態｣ (B - 0.874, p<0.05) に有意
差が あ っ た ( 表6).
交互作用で 有意差が あ っ た項目が愛着と晴乳形




｢就業して い ない｣ 母親は晴乳形態に よ っ て愛
着 ｢児と の 信頼関係｣ の 得点 に違 い はな い が,
｢就業中｣ の 母親で は母乳晴育を継続して い る母
親の 方が愛着 ｢児との信頼関係｣ の 因子得点が高
く な っ て い た (図1).
(2) 疲労自覚症状の ね むけだるさと哨乳形態｣
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図2. 母親 の 愛着( 児との信頼関係)に対する疲労自覚
症状( ねむけとだるさ)と輔乳形態との交互作用
い母親は晴乳形態に よ り愛着 (児との 信頼関係)
の 得点に違い はない が, 訴えの 少ない 母親で は母
乳晴育を継続して い る母親 の方が愛着 (児と の信
頼関係) の 因子得点が高く な っ て い た ( 図2).
(3) 疲労自覚症状の 注意集中の 困難と哨乳形態｣
疲労自覚症状 の ｢注意集中の 困難｣ の訴え の少
ない 母薫別ま晴乳形態によ り違い はな い が , 訴え の
多い 母親で は, 母乳晴育を継続 して い る母親 の方
が愛着 (児との 信頼関係) の 因子得点が高くな っ
て い た ( 図3).
(4) 育児代理者と哨乳形態
育児代理者があ る母菓削ま噂乳形態に より違 い は
ない が, 育児代理 がな い母親で は母乳晴育を継続
して い る母親 の方が愛着 (児と の 楽しみ) の 因子
得点が高くな っ て い た (図4).
lV. 考察
今回, 母親 の愛着が形成され る乳児初期で あ る
3 ヶ 月児を も っ 母親 の 愛着と晴乳形態に どの よ う
な背景が影響をもた ら して い る の かを明らか にす
るた め に分析を行 っ た .
分析 にあたり , 本研究で用い た3か月時点 の母
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乳栄養率53.4% は , 全国調査 の39.4% と比較す る
と有意差 (p<0.05) がみ られ る が ,人工 栄養 の 比
率29･1% は, 全国調査 9) の30.2 % と有意差が見ら
れな い
. そ の 理由と して質問紙に おい て ｢殆ど母
乳｣ とい う問い を した結果, 混合栄養を行 っ て い
る母親で よ り母乳栄養の 比率が多い母親が母乳栄
養と答えた結果と考えられ る . そ の ため , こ の こ
とを加味した上で こ の 研究結果を理解する必要が
あ る .
1
. 母親の 愛着の 主効果に関する考察
1) 児 との信頼関係と疲労自覚症状 (ね む けだ る
さ)
乳幼児をも っ 母親は ,育児や授乳 の た め に夜間
の 睡眠の 中断を余儀なくされ る
. 堀内10) が行 っ
た産裾1 - 2ヶ 月 の 裾婦の 睡眠状況調査で は90%
の 母親が睡眠不足やねむけが残ると報告して い る.
本研究で対象と した母掛 ま産裾3 -4か月で ある た
め, 産裾1 - 2 ヶ月 に比 して 徐 々 に 授乳間隔 の 延
長や晴乳時間の 短縮 11) や分娩か らの 体力回復 に
よ り疲労感 は漸減す る 12-13) も の の 夜間の 睡眠が
中断され る こ と によ るねむ けだ るさが あ るもの と
考え られ る
.
Me r ce r14) は産裾期の 疲労原因の 第 一 に 睡眠不
足を挙 げ, 睡眠不足に よ る適応能力 の 低下が起こ
る と述 べ て い る .
ま た, M a slo wの基本的欲求で照ら して み ると
,
第2段階の生理的欲求で あ る睡眠が満たされ ない
と感じる母親は愛着 (児と の信頼関係) を強めら
れず, 上位 レ ベ ル の ｢所属と愛 の欲求｣ へ は向か
えない とも考え られ る .
本研究に おい て も, 疲労自覚症状 (ね むけだ る
さ) の 訴えが多い母 軌 こ比 べ , 少ない母親に愛着
が高く なる結果が得られて おり, 産後3 か月時点
で育児生活の 適応状況に ある母菓削こ順調な愛着が
形成されるも の と推測され る . しか し, 反対 に,
ねむ けだる さを多く訴え る母親は愛着が低く不適
応状況に あると考えられ る . 今後, 母親の 愛着を
高め るた め に睡眠が確保で き る ような 支援体制を
考慮す る必要が あると考えられ る.
2) 児 との 信頼関係と疲労自覚症状 (注 意集中の
困難)
小木 15) は ｢注意集中の 困難｣ は , 課題達成や
情報処理 の不調で あり, これ の極端 な場合を ｢へ
ば り｣ で あ ると述 べ て い る . ま た , 疲労の 3領域
の 特徴か ら 1 ･ 3領域が身体的症状で ある の に対
し, 2領域の ( 注意集中の 困難) で は ｢精神的症
状｣ が殆 ど含まれて おり , 疲労感の 中で 重要な位
置を示 して い る 8) と述 べ られて い る
. 本研究 の
結果で は , 疲労自覚症状 (注意集中の 困難) の 訴
え の 多い母親が訴えの 少ない母親に比 べ 愛着 (児
と の 信頼関係) が高い結果で あ っ た. こ れは, 訴
えが多い母掛ま母頼役割と い う課題達成の ため遺
進するがゆえ に不調と なり精神的症状が 出現しが
ちで あるが, 児と の信頼関係を形成する愛着が強
化すると推測され る.
3) 児との 楽しみ と哨乳形態
母乳晴育は栄養学的 ･ 免疫学的に良い だけで な
く, 母児双方の JL､理的安定や母児間の 愛着に も貢
献する とい われ て い る
. 前田 ら 16) も母乳群に育
児は楽 しい と答え るもの が多い ことか ら母乳晴育
が よりよい母子相互関係が生 じる ことを示唆して
い る . 本研究に おい て も, 母乳を行 っ て い る母親
が児と の 楽しみを感じ愛着を強め るもの と考えら
れ る.
4) 児との楽 しみと疲労自覚症状 (ねむ けだ るさ)
児との 信頼関係と同様に , ねむ けだ るさ の 身体
症状が ある状況で は , 育児を楽 しめ るよ う な愛着
を強化する こと は困 矧こなるもの と考えられ る.
2
. 母親の 愛着の 交互 作用に関する考察
母親の 愛着が母親 の属性と晴乳形態と関連が あ
るか を検討した結果を考察する .
1) 母親の 愛着 ｢ 児 との 信頼関係｣ に対する就業
状況と哨乳形態との 交互作用
母親 の愛着 (児と の 信頼関係) に対して , 晴乳
形態と就業状況 の そ れぞれ の 主効果は有意差が な
か っ たもの の , 晴乳形態と就業状況と の 交互作用
で 有意差が あ っ た
. 就業中の 母親で混合 ･ 人工栄
養を行 っ て い る母親に愛着が低く, 母乳栄養を行 っ
て い る母親に愛着が高か っ た こ と は , 愛着の 形成
状況に よ り, 晴乳形態が選択され る可能性が示唆
され た .
乳幼児をも っ 母 軌こ対す る育児時間を与え るな
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ど働く母親の環境と して 育児時間など法制度は整
い っ つ ある . しか し, 実際に は, 授乳や搾乳をす
る時間が取れ ない こ と, 場所が ない こ と, 設備が
ない 17) こ とな どが あげられ て おり , 特 に場所に
っ い て は75.8 %の 母親が な い こ とを報告
18) して
い る . ま た , 就業開始後 の 晴乳形態
19) で は夜間
は母乳40 %の 母親が母乳栄養と して い るが , 日中
は10 %の み とな っ て い る など, 母乳を継続したく
て も職場環境や周囲の 協力が得られなければ母乳
栄養を継続する ことは難 しい も の と考えられ る･
こ の よ うな社会環境 の 中で就業中の母親が母乳栄
養を継続する こ と は, 母親の 環境調整能力や時間
配分など個人の 力量に依存する とこ ろが大きく,
そ の 動機づ けに児 へ の 愛着が強く ある場合に継続
が可能となる と考えられ る. そ の ため, 産裾早期
から就業せざるを得な い母親に対 して , 児と の愛
着がより よく形成されるため, 職場環境や家族の
協力が得られ る よ うな体制作りが必要と なると考
え られ る .
一 方, 就業して い ない 人に つ い て は 晴乳形態に
違い が なか っ た.
2) 母親の 愛着 ( 児との 信頼関係) に対する疲労
自覚症状 (ねむけだる さ) と哨乳形態との 交互
作用
母親の 愛着 (児との信頼関係) に対して , ねむ
けだるさ と晴乳形態との 交互作用で有意差があ っ
た. 母乳栄養を行 っ て い る母親で疲労自覚症状の
ねむ けだ るさ の訴えが少な い 母親 に愛着が高く ,
訴えの 多い 母親 に愛着が低か っ たこと は, 疲労が
愛着形成の 阻害要因と なる可能性が示唆さ れた･
こ の ことか ら母乳栄養を行 っ て い る母親の 愛着を
高め るために は, 睡眠 へ の生理 的な欲求を満たす
援助が重要で あ ると考え られる . そ の ため に は,
授乳中の母親 に産裾早期か ら授乳中心の 生活に適
応で き睡眠を日中に補うことが でき る よ うな指導
や , 周囲の 人が授乳婦の 日中の 仮眠を認 め るな ど
の 啓蒙をお こな っ て い く ことが重要とな る･
3) 母親の 愛着 (児 との 信頼関係) に 対する疲労
自覚症状 (注意集中の 困難) と哨乳形態との 交
互作用
母親の 愛着 (児と の 信頼関係) に対して , 注意
集中の 困難と晴乳形態との 交互作用で有意差があ っ
た. 母乳栄養を行 っ て いる母親で 疲労自覚症状の
注意集中の 訴えが少ない母親に愛着が高く , 訴え
の 多い母親に愛着が低か っ た こと は, 疲労の ねむ
けだるさ同様に愛着形成 の 阻害要因とな ると考え
られる . ま た, 混合 ･ 人工栄養を行 っ て い る母親
で 疲労自覚症状の 注意集中の困難の訴えが多い 母
親は愛着が低い 結果で あ っ た. 竹谷
8) は, モ ラ ー
ル の 低 い 母親 はど自覚症状の 訴え数が多い とい う
逆相関関係があ ると述 べ て おり , こ の結果 は, 育
児そ の も の へ の 関心が低い か , 他 の なん らか の要
因が予測される . そ の た め , 混合 ･ 人工栄養を行
な っ て い る母親の 訴えが多く なる原因を つ きとめ
介入する援助が重要とな ると考える.
4) 母親の 愛着 (児との 楽 しみ) に対する育児代
理者と哨乳形態との 交互作用
母親 の愛着 (児と の 楽しみ) に対して , 青児代
理者と晴乳形態と の 交互作用で 有意差が あ っ た･
母乳栄養を行 っ て い る母親で育児代理者がない 場
合に愛着が高く , 同じく育児代理者がない 場合で
混合 ･ 人工栄養を行 っ て い る母親 に愛着が低か っ
た こ と ば, 育児代理者の ない母親で は晴乳形態に
ょ り愛着に違い が ある こ と を示唆して い る .
こ の 母親の愛着 (児との 楽しみ) は , 育児代理
者が ない 場合, 母乳栄養を行 っ て い る母親で は母
子の緊密化が進み愛着が形成され育児を楽しめ る
の に対 して , 混合 ･ 人工栄養を行 っ て い る母親で
は, 愛着が形成され にく い と考えられ る ･
そ の ため, ソ ー シ ャ ル サ ポ
ー トがない 母親には,
社会資源を活用するな どの 支援が受けられ るよ う
な指導 ･ 援助を行う こ とが重要で あると考えられ
る .
以上か ら, 3 ヶ 月の 時点で は , 母 の 児に対する
愛着は形成段階で ある もの の , 母乳栄養は愛着と
深く関与して い た. そ の 理 由として母乳を行う こ
とは児の 反応を読み取る感受性が高まると同時に
愛着も は ぐくまれ るも の と考え られ る . 今後, 継
続して 調査を行い , 経時的に母親の 愛着と噂乳形
態と に関連す る要因を明らかに して い き た い ･
ま た, 母親の 愛着は , 強さ で は なく安定性に あ
ると考え られて い る
3)
. 今回, 用 い た尺度で は ,
因子得点を用 い た た め そ の 安定性に つ い て の言及
はで き な い と考え られ る . 今後, 安定性も含め た
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検討を行 っ て いく必要があ る .
V
. 結 語
本研究で は, 3 ヶ月児をも っ 母頼の 愛着と晴乳
形態と に関連す る要因を明らか にする た めに多元
配置分散分析の 主効果と交互作用で検討を行 っ た.
1) 主効果で は , ｢ねむ けだ るさ｣ の 訴えの 多い 群
に比 べ , 訴え の 少な い 群が有意に , ｢ 児と の 信頼
関係｣ が高か っ た. また , 人工栄養の 群に比 べ 母
乳栄養の 群が ｢児と の 楽しみ｣ の 因子得点が有意
に高か っ た .
2) 交互作用で は , 就業中の 群, ｢ ねむけだ るさ｣
の 訴え の 少な い 群, ｢注意集中の 困難｣ の 訴え の
多い 群で母乳晴育を して い る母親の ｢児と の信頼
関係｣ の 因子得点が高か っ た.
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